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本書は，臨床薬学テキストシリーズ（全10冊）の最終巻として『セルフメディケーショ
ン／一般用医薬品・漢方薬・保健機能食品』について解説したものである．薬学教育モ
デル・コアカリキュラムでは「E2　薬理・病態・薬物治療」のうち，「（9）要指導医薬品・
一般用医薬品とセルフメディケーション」および「（10）医療の中の漢方薬」に該当する．
超高齢社会を迎え健康寿命の重要性が指摘されて久しい．厚生労働省からは「地域包
括ケアシステム」が提案され，住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続
けることができるよう，住まい・医療・介護・疾病予防・生活支援を一体化して提供す
ることが目標とされた．地域包括ケアでは，右肩上がりに増加を続ける医療費をいかに
抑えるかも重要な課題であり，地域における薬局の役割は，従来の調剤主体から，いま
や健康管理と病気の早期発見への支援をも含めたものへと変化している．そのため「か
かりつけ薬剤師・薬局」機能や，「健康サポート薬局」「地域連携薬局」などさまざまな薬
局の形態が提案されている．いずれも地域包括ケアにおいて薬局がその機能を適切に発
揮することを求めているものである．本書はまさにこのような，地域薬局の担い手とな
る薬剤師にとって今後ますます必要不可欠となる『セルフメディケーション／一般用医
薬品・漢方薬・保健機能食品』について，最新知見を盛り込んで詳しく解説した．
第1〜3章では，健康管理や病気への早期の対応を推進するために必要なセルフメデ
ィケーションの考え方と，そこで重要な役割を果たすいわゆるOTC薬（要指導医薬
品・一般用医薬品）の選び方・使い方，販売時に必要となる基本的な知識を解説した．
続く第4章では漢方薬を取り上げた．漢方薬は医療用医薬品よりも一般用医薬品とし
ての歴史が長く，処方数も医療用の 148処方に対して一般用は 294処方と多い．本書
では一般に広く使用されている漢方処方に絞り，配合生薬によって系統的に分類して漢
方処方の考え方を整理して解説するとともに，ICD-11の第 26章「伝統医学」にも導入
された「証」を重視する漢方の診断・診察法についても概説した．これを理解すること
は漢方薬の効能・効果を理解するうえで非常に役立つものであり，一般用漢方薬販売時
の参考となる．さらに漢方医学を西洋医学と対比して，西洋医学の病気を漢方医学では
どのように捉えるのか，西洋医学の病気に対する西洋薬と漢方薬の上手な使い分け，副
作用など漢方薬の注意点についても説明されている．
最後の第5章では保健機能食品を取り上げた．保健機能食品はあくまでも食品であり，
病気の治療に用いるものではないが，地域における健康管理という観点から，地域薬局
がそれに関わる意義があるものと思う．
本書は，これまでの薬学教育ではあまり重要視されてこなかった「一般用医薬品・漢
方薬・保健機能食品」を丁寧に解説した他に類のない教科書として，地域の薬剤師をは
じめ，これからの薬学教育に大いに役立てていただけることを期待している．
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望月眞弓
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